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◆11月中の異動状況

出生  13人 死亡  52人

転入  86人 転出  65人

世帯数 15︐813（+6世帯）

男 16︐₇₇1人（－ 2人）

女 18︐042人（－16人）

総人口 34︐813人（－18人）

（　）内は前月比

人口の動き ₁₁月₃₀日現在

CONTENTS

02 功労・善行表彰
 体育功労者表彰
03 新年あいさつ
04 文学賞
 放課後児童クラブ
 フラッグツアー
05 教育大綱
06 二十歳の決意
07 成人式
 年金
08 人間ドック
 Ｂポイント
 パブリックコメント
09 分譲
 パブリックコメント
10－11 申告時期
 給与報告書
 税務署
 軽自動車
12 臨時職員募集
 病院職員募集
 下水道使用
 まちづくり
13 大臣表彰
 出初式
 プロ入団
14－17 お知らせ
18 保健
19 相談
 市内スポーツ施設
20 伝えていきたい備前の味
 つどいのひろば
21 図書館だより
 選挙出前授業
22 クローズアップ
 休日当番医 
 納税

※表紙写真説明

日の出

　大滝山～熊山間の道中から

片上湾を望む。

　備前市表彰条例に基づき、平成30年度備前市功労表彰に２氏、善行表彰

に１氏１団体が決まりました。

　備前市表彰条例は、政治、経済、文化、社会などにおいて、市の発展に

寄与し、市民の模範となる人や団体を表彰するものです。

　　  三
み

宅
やけ

　陽
よう

平
へい

さん （吉永町三股 57歳）

　昭和58年１月から現在に至るまで消防団員として36年
の長きにわたり、火災や災害から住民の生命と財産を守
り、平成18年４月からは副団長として、実践に強い消防
団活動を目指し、消防行政の推進に尽力されました。

岡
おか

本
もと

　晴
はる

彦
ひこ

さん （東京都港区 44歳）

　本市の発展のため多額の寄附をいただき、里山・里海づくりに多大の
貢献をされました。

　福井県で開催された「第73回

国民体育大会」（クレー射撃競

技スキート団体）で優勝に貢献

した、濱
はま

田
だ

真
まさ

明
あき

さん（吉永町福

満）、大阪府門真市で開催され

た「第21回全国ヤングバレーボールクラブ男女優勝大会」で、所属する「ア

リアーレ岡山」のメンバーとして出場し優勝に貢献した、吉
よし

田
だ

智
とも

貴
き

さん（東

片上）、川
かわ

﨑
さき

翔
しょう

大
た

さん（日生町寒河）の３名が平成30年度備前市体育功労

者表彰に決まりました。

青
あお

木
き

　富
ふ

士
じ

夫
お

さん（三石 70歳）

　平成15年9月から現在に至るまで備前市三石財産区管理会委員として
15年の長きにわたり在職され、平成29年５月からは備前市三石財産区管
理会副会長として、長年の経験を活かし、他の委員と協力しながら、当
財産区の管理運営に尽力されました。

株式会社ウエスト
ホールディングス
 （広島県広島市）

　本市の発展のため多額の寄附をいただ
き、市の伝統産業である備前焼の振興に
多大の貢献をされました。

平成30年度　功労表彰、善行表彰

体育功労者表彰
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
の
初
仕
事
は
元
旦
の
市
内
郵
便
局
年
賀
状
配
達
の
出
発
式
で
始
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
備
前
市
の
将
来
像
（
第
二
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
）
を
、
引
き

続
き
、
古
く
て
新
し
い
教
育
の
ま
ち
備
前 

― 

学
び
の
原
郷
閑
谷
学
校
の
開
か

れ
た
ま
ち 

― 

と
定
め
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
初
夢　

「
人
づ
く
り
は
、
ま
ち
づ
く
り
・
国
づ
く
り
」
閑
谷
学
校
の

建
学
の
理
念
で
あ
る
良
知
（
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
つ
英
知
）、
知
行
合
一
（
学

ん
だ
こ
と
・
計
画
し
た
こ
と
を
実
行
す
る
）
で
、「
市
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

へ
一
歩
踏
み
出
す
年
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

わ
が
ま
ち
は
、
千
年
の
歴
史
を
持
つ
備
前
焼
、
世
界
最
古
の
庶
民
の
た
め

の
公
学
校
で
あ
る
閑
谷
学
校
と
二
つ
の
日
本
遺
産
を
有
し
、
Ｊ
Ｒ
山
陽
本

線
、
赤
穂
線
の
９
駅
、
山
陽
自
動
車
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
国
道
２
号
、

２
５
０
号
、
３
７
４
号
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
や
、
小
豆
島
へ
の
定
期
航
路
も
持

ち
、
京
阪
神
と
の
玄
関
口
と
し
て
交
通
の
要
衝
の
地
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

昼
間
人
口
が
、
夜
間
人
口
よ
り
多
い
モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
で
あ
り
、
美
し
い

自
然
・
美
味
し
い
果
物
や
魚
介
類
な
ど
山
と
海
の
恵
み
豊
富
な
観
光
の
ま
ち

で
も
あ
り
ま
す
。
里
海
里
山
の
幸
を
も
と
に
し
た
新
た
な
商
品
も
生
み
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
内
三
つ
の
市
民
病
院
は
、
市
民
の
命
と
健
康
を
守
っ
て
く

れ
て
お
り
、
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
に
際
し
て
も
さ
い
わ
い
に
も
被
害
は

軽
微
で
あ
り
ま
し
た
。
大
学
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
が
県
立
高
校
や
市
立
の
夜
間

高
校
も
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
こ
と
を
皆

が
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。
東
京
な
ど
都
会
へ
の
人
口
集
中
に
対
す
る
生
き
残
り

策
は
、
無
い
も
の
ね
だ
り
で
な
い
、
地
域
に
あ
る
宝
を
掘
り
出
し
、
故
郷
が

好
き
だ
と
思
っ
て
く
れ
る
市
民
を

一
人
で
も
増
や
す
こ
と
以
外
に
あ

り
ま
せ
ん
。
今
年
も
「
絆
・
夢
・

感
謝
」
を
胸
に
元
気
で
頑
張
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
備
前
市
の
魅
力
を
広
く
知
っ
て

も
ら
う
、
備
前
焼
を
テ
ー
マ
に
し
た
映
画
「
ハ
ル
カ
の
陶
」

の
市
内
ロ
ケ
も
無
事
終
わ
り
、
今
秋
に
は
全
国
公
開
さ
れ
ま
す
。
若
き
備
前
焼

作
家
も
、
欧
米
、
ア
ジ
ア
諸
国
へ
活
躍
の
場
を
広
げ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
年
々

増
え
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
（
海
外
旅
行
者
）、
来
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
、
２
０
２
５
年
の
大
阪
万
博
等
を
追
い
風
に
し
て
い
く
た
め

に
、
市
内
に
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
と
と
も
に
、
小
・
中
学
生
は
も

ち
ろ
ん
市
民
の
皆
さ
ん
が
外
国
語
を
学
習
す
る
場
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
ま

す
。
ま
た
今
年
は
、
全
国
か
ら
多
く
の
老
若
男
女
が
集
う
備
前
♡
日
生
大
橋
マ

ラ
ソ
ン
、（
株
）
モ
ン
ベ
ル
の
イ
ベ
ン
ト
（
カ
ヌ
ー
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
登
山
）

の
開
催
計
画
も
あ
り
ま
す
。
市
内
企
業
や
商
工
業
者
と
の
連
携
強
化
は
も
ち
ろ

ん
、
新
企
業
の
畠
田
・
香
登
西
団
地
へ
の
進
出
も
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
も
年
内
に
は
全
容
が
現
れ
ま
す
。
市
役
所
と
は
、「
市
民
の
役
に
立

つ
と
こ
ろ
」
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
長
期
的
な
課
題
と
し
て
、
明
石
埠
頭
に
替
わ
る
新
埠
頭
の
建

設
（
片
上
大
橋
外
海
へ
移
設
）、
関
西
へ
の
玄
関
口
と
し
て
道
の
駅
兼
南
海
ト

ラ
フ
地
震
対
応
の
防
災
基
地
づ
く
り
計
画
に
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
い
う
当

市
の
地
理
的
課
題
に
も
一
つ
ひ
と
つ
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
長
就
任
後
２
年
目
、
折
り
返
し
と
な
る
新
年
を
迎
え
、
平
成
31

年
度
施
政

方
針
や
当
初
予
算
に
、
一
つ
で
も
多
く
の
具
体
的
な
政
策
を
示
す
こ
と
が
出
来

る
よ
う
、
決
意
も
新
た
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
31

年
　
新

年

あ

い

さ

つ 備
前
市
長
　
田
　
原
　
隆
　
雄
　

　

そ
う
し
た
中
、
備
前
市
の
魅
力
を
広
く
知
っ
て

　

そ
う
し
た
中
、
備
前
市
の
魅
力
を
広
く
知
っ
て

　

そ
う
し
た
中
、
備
前
市
の
魅
力
を
広
く
知
っ
て

広報びぜん　平成31年1月3



市民のページ

備前市文学賞入賞者決定！
　第５回備前市文学賞は、一般の部に５部門で39人104点、小学生の部に４部門で149人260点、中学
生の部に４部門で257人479点の応募がありました。審査の結果、入選9点、佳作39点の入賞作品が決
まりました。入賞作品は「備前市の文学」に掲載し、入選作品は市ホームページにも掲載します。表
彰式は１月19日㈯に市民センターで行う予定です。　　　　　　　　（入:入選、 佳:佳作、敬称略）

【一 般 の 部】◆随筆　佳頓宮寿美子（東片上）
◆ 詩 　佳仲谷美尋（伊部）
◆短歌　入小橋千歳（香登西）、佳仲谷美尋（伊部）
◆俳句　入川﨑真琴（寒河）、佳頓宮寿美子（東片上）、星尾幹枝（日生）
◆川柳　入反橋智恵（東片上）、佳松本君江（西片上）、朝倉弘子（鶴海）

【小学生の部】◆ 詩 　入仲谷さえら（伊部）、佳藤原彩禾（吉永）
◆短歌　佳仲谷さえら（伊部）
◆俳句　入淺野瑞葵（東鶴山）、佳西井瑞季、松本悠暉（伊里）、尾﨑允音、重成健人
　　　　（東鶴山）、細中杏芭、芳田涼、岡崎謙信（日生東）
◆川柳　入松崎祐大（日生東）、佳細中杏芭（日生東）

【中学生の部】◆ 詩 　佳佐野琳音、行𠮷美音（備前）
◆短歌　 入伊藤紗那（吉永）、佳松本ほのか、堤田真由、山田奏美、橋本和瑚（日生）、

則次奏汰、丸中喬介、末時大暉（吉永）
◆俳句　 入山田澪空（日生）、佳川淵康志郎、石野悠、島田大誠（伊里）、尾﨑颯真、

中西暁斗、奥田愛梨、横山楓太、國重佳乃子、𠮷原佐都、柿崎帆香、山田悠斗、
富田七海（日生）

◆川柳　入柿本由妃（日生）、佳川邉里緒（日生）
問備前市文学賞実行委員会事務局（文化振興課内☎64-1837）

放課後児童クラブ
　就労などにより保護者が昼間家庭にいない小学校に就学している児童を
対象に、あそびや生活の場を提供しています。各クラブの運営委員会が利
用者の募集をしていますのでご利用ください。　　　　　　　（H30.12現在）

小学校区 学級名 実施場所 定員数

西鶴山 西鶴っ子クラブ 旧西鶴山公民館 25

香　登 ひまわり学級 香登小学校内 25

伊　部 つくし学級 伊部小学校内 45

片　上 かいづか学級 片上小学校内 25

伊　里 伊里っ子学級 伊里小学校内 20

東鶴山 バンビ学級 東鶴山小学校内 15

三　石 コスモス学級 旧三石幼稚園 20

日生西 日生西小キッズ 日生西小学校内 15

日生東 そうごキッズ 旧JA日生寒河支所 20

吉　永 吉永キッズ 旧吉永幼稚園 80

＜ 放課後児童クラブ

　　　支援員募集＞

　夕方にかけての数時間
の勤務で、放課後児童ク
ラブを利用する小学生に
適切な保育や支援を行う
お仕事です。興味のある
人は、各放課後児童クラ
ブにおつなぎします。
問子育て支援課
　（☎64-1853）

　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向け、気運醸成や大会・競
技への理解促進を図ることを目的に、オリンピックフラッグ・パラリンピックフ
ラッグが全国を巡回し、備前市にもやってきます！

 備前市フラッグ展示 

◆と　き　１月7日㈪～8日㈫　9:00～17:00　　◆ところ　備前市役所ロビー

主催:東京都／東京2020組織委員会／ JOC／ JPC　　問社会教育課（☎63-3813）
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すべては子どもたちのために
備前市教育に関する大綱について

　備前市教育に関する大綱の見直しを行いました。

　本大綱は、備前市の教育が目指す基本的な方向性や、今後目指すべき施策を明らかにするもので、

内容は以下のとおりです。

 備前市教育に関する大綱 

　一人ひとりの豊かな人生と協働によるまちづくりの実現に向け、市民がまちづくりの主体者として

個性を伸ばすとともに、課題解決に取り組むことを支える学びの充実が重要である。また、特に価値

観が多様化し複雑化する社会においては、市民自らが問題意識をもって（主体性）、人と関わりながら

（協働性）、学習に取り組めるようにすることが大切である。さらに、閑谷学校で重んじられた知行合

一の考え方が示しているように、学んだ知識を生活に活かしていくこと（実践）により学びの価値を

高めていく必要がある。

　私たちはこのような考え方の下、主体性と協働性、実践を重視する教育行政を着実に実行するため、

ここに教育大綱を定める。

　＜基本理念＞  すべては　子どもたちのために　～「教育のまち備前」の宣言～ まちの未来を担う子どもたちに

 「生きる力（特に、学ぶ意欲、協働する力）」、「創造する勇気」、「郷土を愛する心」を育み、 

 その大いなる可能性を引き出すために、市民総参加で教育に取り組むことを宣言します。

＜重点取組方針＞

⃝学ぶ意欲の育成

さまざまな体験や人との関わりの中で自分自身の将来像・夢やまちの今後の在り方について考える

機会を増やし、それぞれの学習の目的を明確にすることにより、学ぶ意欲を高めます。

・郷土備前市の自然や文化を題材とした学習の推進

・異世代間の交流の促進

⃝協働する力の育成

新しい人間関係を築いたり同年代で切磋琢磨したりする機会や異文化を有する者との交流を充実す

ることにより、協働する力を育成します。

・グループ学習や児童会・生徒会活動等の充実

・国際理解教育の推進

⃝学びを支える環境整備

学ぶ意欲、協働する力を育成するため、教育環境を整備します。

・大人による教育環境への参画を推進

・子どもの学びをつなぎ、深める教員研修の充実

・学校における人的環境（ALT、図書館司書等）、物的環境（ICT、施設整備等）の充実・活用

・中学校統廃合の推進

具体案の検討
具体案実現に当たって

の課題の検討
具体案、課題の解決策、
統合スケジュールの決定

学校統廃合

　・図書館の機能の整備・充実

基本構想の
検討

具体案の検討
具体案、スケジュール

の決定
図書館の機能の

整備・充実

　・文化施設の機能の再編

具体案の検討
具体案、スケジュール

の決定
文化施設の
機能の再編

問企画課企画係（☎64-1871）
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　新成人の皆さんおめでとうございます。

　思い出に残る成人式にしようと取り組んでいる成人式実行委員に「二十歳の決意」を語っていただきました。

二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意二十歳の決意祝 成人祝 成人祝 成人祝 成人祝 成人祝 成人祝祝祝祝 成人祝祝祝祝 成人祝祝祝祝 成人祝祝祝祝祝祝祝 成人祝祝祝祝 成人祝祝祝祝 成人祝祝祝祝祝祝祝 成人祝祝祝祝 成人祝祝祝祝 成人祝祝祝祝祝祝祝 成人祝祝祝祝 成人祝祝祝祝 成人祝祝祝祝祝祝祝 成人祝祝祝祝 成人祝祝祝祝 成人祝祝祝祝祝祝祝 成人祝祝祝祝 成人祝祝祝祝 成人祝祝祝祝 成人祝 成人祝 成人祝 成人祝 成人祝 成人祝 成人祝 成人祝 成人祝 成人祝 成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人成人成人成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人成人成人成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人成人成人成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人成人成人成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人成人成人成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人成人成人成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人成人成人成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人成人成人成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人成人成人成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人成人成人成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人成人成人成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人祝 成人成人成人成人

　私は成人するにあたり２つの決意をしたいと思います。

　１つ目は、感謝の心を大切にすることです。これまでの20年間を支え

てくださったすべての方々に感謝し、恩返しできるように生活していこ

うと思います。

　２つ目は、たくさんの経験をするということです。成功、失敗は関係

なく経験がこれからの人生の素晴らしい糧になると思います。さまざま

なことに積極的に挑戦しようと思います。

　私は、成人の節目を迎えることができ大変嬉しく思います。同時にこ

こまで私が来れたのは、家族や地域の方々の支えのお陰と、厚く感謝し

ています。これからは明るい家庭を築きしっかり働き、周りに心配をか

けずに生きていくことが大切だと思います。成人としての責任と自覚あ

る行動を心がけ、悔いのない人生にしていきたいと思っています。これ

からもよろしくお願い致します。

　私がここまで成長できたのは、家族や友達、先輩、それに先生方など、

見守り励まし、声をかけてくれた、私にとって宝物のような人たちがい

たからです。私の決意は、そうした人たちへ恩返しをしていくこと、感

謝の気持ちを忘れず生きることです。そして大切な人たちが私を支えて

くれたように、私も誰かの力になれる、そんな人になりたいです。

　二十歳を迎えて、世間に「大人」としてみなされるようになり、自立

や責任感を求められる立場になりました。社会人になり、初めての経験

をたくさんして、自分は周りの人たちの存在にとても助けられているの

だと改めて実感することができました。一人前の「大人」にはまだまだ

ほど遠いですが、周りの人たちへの感謝の気持ちを持ちながら、心身と

もに成長していきたいです。

　ここまで支えてくれた家族や友人、恩師やお世話になった方に感謝の

気持ちを忘れず日々生活したいです。

　また、自立した大人になるために、この成人式を節目として、自分自

身を見つめ直し、責任のある行動をとり、後悔のない人生を歩んでいき

たいと思います。

備前中学校
卒業生

尾山　穂波

伊里中学校
卒業生

大西　泰通

三石中学校
卒業生

津村　裕子

日生中学校
卒業生

中田　聖也

吉永中学校
卒業生

坂井　滉野
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平成₃₁年 備前市成人式

◆と　　き　１月13日㈰　受付9:30～　式典10:00～　　

◆と こ ろ　市民センター

◆対 象 者　平成10年４月２日～平成11年４月１日生まれで、平成30年11月末現在

　　　　　　備前市に住民票がある人、または備前市出身の人

◆式　　典　新成人への激励の言葉や、記念品の贈呈、祝辞など

◆式後行事　記念写真撮影など

◆駐 車 場　市民センター東側（中国銀行片上支店向かい）、市役所駐車場をご利用ください。

※スムーズな受付のために案内状をご持参ください。 （対象者は案内状がなくても受付可能です）

※住民票を市外に移している人は、案内状が送付されませんので、会場の『市外受付』で受付をしてください。

※花束、祝電など（新成人全員を対象とするものは除く）の受付は行いませんので、会場への配達などはご

遠慮ください。

※成人式当日は、公共交通機関の利用や乗り合わせに、ご協力をお願いします。

※出席できなかった人は、１月31日㈭までに教育委員会社会教育課までお越しください。記念品をお渡しします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問社会教育課社会教育係（☎64-1841）

～新成人の皆さんへ～　　₂₀歳になったら国民年金
　国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。

　この制度は、年を取ったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようという考えで作られ

た仕組みです。

～老後のためだけのものではありません～

 国民年金（基礎年金）３つのメリット 

①「老齢基礎年金」老後を支えます

②「障害基礎年金」病気やけがで障害の状態になったときに支えます

③「遺族基礎年金」加入者が亡くなったときに子のある妻、子を支えます

～保険料を納めることが、経済的に難しいときは申請してください～

 「学生納付特例制度」と「保険料免除・納付猶予制度」

★「学生納付特例制度」

　在学中の場合に申請が可能となる制度です。ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が

猶予されます。

★「保険料免除・納付猶予制度」

学生以外の人が申請できる制度です。ご本人・配偶者（世帯主）の所得が一定額以下の場合に、国民年金

保険料の納付が猶予あるいは免除される制度です。

※いずれの制度も、全額納付した場合と比べ将来もらえる年金の額が少なくなります。

※ただし、10年以内であれば追納することができます。

※国民年金のご相談・手続きなどについては市役所または年金事務所までお問い合わせください。
問岡山東年金事務所（☎086-270-7925）〈音声案内２番〉

　市民課（☎64-1818）、日生総合支所（☎72-1102）、吉永総合支所（☎84-2512）

成人式実行委員が半年前から
準備を進めています。
新成人の皆さんお誘い合わせて、
ぜひご参加ください。
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市民のページ

日帰り人間ドックで健康チェック！！　　
　平成31年度も「一般ドック」・「脳ドック」の日帰り人間ドック２コースを実施します。
　年に１度は自分の身体の健康度をチェックしてみましょう！

一般ドック 脳ドック

共通検査項目
診察、血圧測定、血液生化学検査（脂質・肝機能・代謝系）、血液一般、炎症反応、便潜血、
尿一般、腎機能、心電図、胸部Ｘ線、腹部超音波

特定検査項目
胃部Ｘ線または胃カメラ

（胃部組織検査は実施しません。）
頭部ＭＲＩ検査

選択検査項目 肝炎ウィルス検査、ピロリ菌検査（胃）、眼底検査、肺機能検査

実施医療機関
大ヶ池診療所、木村内科、木村医院、
草加病院、市立備前・日生・吉永病院
北川病院、平病院

草加病院、市立備前・吉永病院

◆対 象 者　国民健康保険の被保険者で、昭和20年４月２日～昭和60年４月１日生まれの人
　　　　　　（※国民健康保険税を滞納している世帯は除きます。）
◆定　　員　350人（定員になり次第締切）　　
◆申込受付　２月１日㈮ 開始　※土・日・祝日を除く
◆自己負担　共通・特定検査項目:一般ドック 6,400円、脳ドック 7,400円
　　　　　　選択検査項目:肝炎ウィルス検査 300円、ピロリ菌検査 200円、眼底検査 200円、肺機能検査 700円
◆実施期間　2019年４月～2020年２月（受診日は後日、受診医療機関と調整していただきます）
◆申込方法　 保健課保険医療係、日生・吉永総合支所、三石出張所窓口で、保険証を持参の上、希望のコース

および選択検査項目を申し込んでください。
※人間ドック受診を特定健診受診とみなします。
※共通・特定検査項目の一部だけを受診することはできません。
※医療機関により受け入れ人数に定員がありますので、ご了承ください。
※受診当日、国民健康保険の被保険者でなくなった場合は受診できません。
申 問保健課保険医療係（☎64-1819）

Ｂポイント応募受付中!
◆応募期間　平成31年３月８日㈮まで

◆応 募 先

【窓口の場合】（応募箱の設置場所）

本庁（保健課保険医療係）、総合保健施設

（吉永）、日生・吉永総合支所、三石出張所、

備前市市民センター（いずれも9時から

17時・各施設の閉庁日は除く）

【郵送の場合】

〒709-0224　備前市吉永町吉永中563－4

備前市役所保健課健康係　

Ｂポイント担当　宛

３月8日㈮ 消印有効くわしく

は、パンフレット（応募用紙）

またはホームページをご覧

ください。

◆最新情報はＢポイントのホームページを

　http://www.city.bizen.okayama.jp/

busyo/hokenhukushi/hoken/Bpoint.

html
問保健課（☎64-1820）

皆さんの意見をお聞かせください！
パブリックコメント（意見募集）

【第２次健康びぜん21・備前市食育推進計画（改訂版）、
備前市自殺対策計画（案）】

　市では、今年度、平成26年に策定した第２次健康びぜ
ん21・備前市食育推進計画の中間評価、また新たに備前
市自殺対策計画の策定作業を進めています。計画の策定
にあたり市民の皆さんからのご意見を募集します。

◆意見を提出できる人　市内に在住・在勤・在学している人

◆募集期間　１月8日㈫～２月7日㈭（期間内必着）
◆計画（案）・意見提出書の設置場所　保健課保険医療係、

日生・吉永総合支所、総合保健施設【吉永】　
　※市ホームページからも計画（案）の閲覧、意見書提

出書のダウンロードができます。
◆提出方法　意見提出用紙に必要事項を記入の上、直接

持参されるか、郵送・FAXまたはＥメールで提出し
てください。電話および口頭でのご意見などは受け付
けていません。

【問い合わせ・提出先】保健課健康係（〒709-0224　
 吉永町吉永中563－4　☎64-1820、FAX84-9595、
 Eメール bzhoken@city.bizen.lg.jp）

35歳から74歳まで
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つつじが丘団地分譲開始！

分譲（申込）期間　平成31年１月８日㈫～22日㈫

　つつじが丘団地（新造成地）の一般公募による

分譲（7区画）を開始します！

30︲1

30︲2

30︲3 30︲4 30︲5

30︲6
30︲₇

◆分譲の条件

　①土地の分譲は１人１区画

　②自ら居住するため、または会社などでその従業員が居住するための住宅

（共同住宅を除く）を建てる人

◆申込者の資格　個人および法人で、市内・市外は問いません。

◆申 込 方 法　備前市分譲宅地購入申込書などの提出

◆申 込 期 間　１月8日㈫～22日㈫　8時30分～17時

　　　　　　　　（土日祝日を除く）

※その後の申込受付は抽選日以降とし、先着順となります。

◆譲受人の選定　申込者が１人だけの場合はその人に決定し、複数人

の場合は抽選

※くわしくは、都市住宅課までお問い合わせください。　
申 問都市住宅課移住定住推進係（☎64-2225）

◆分譲物件など　　　　　　　　　（単位:㎡・円）

区画
所在地

（浦伊部）
面積 分譲価格 建ぺい率 容積率

30-1 1000-96 204．60 3,888,000

50％ 100％

30-2 1000-97 207．24 3,731,000

30-3 1000-98 279．02 4,186,000

30-4 1000-99 199．04 3,384,000

30-5 1000-100 239．51 4,072,000

30-6 1000-102 276．70 5,811,000

30-7 1000-103 272．47 5,450,000

皆さんの意見をお聞かせください！
パブリックコメント（意見募集）

【備前市空家等対策計画（案）】

　市では、誰もが安全・安心に暮らせる良好な生活の実現に向け、市が取り組むべき空家等の対策の

方向性について、基本的な考えを示すため、「備前市空家等対策計画（案）」の策定作業を進めていま

す。計画の策定にあたり市民の皆さんのご意見を募集します。

◆意見を提出できる人　市内に在住・在勤・在学している人

◆募集期限　１月21日㈪（必着）

◆計画（案）・意見提出用紙の設置場所　都市住宅課、日生・吉永総合支所　※市ホームページから

も計画（案）の閲覧、意見書提出書のダウンロードができます。

◆提出方法　意見提出用紙に必要事項を記入の上、直接持参されるか、郵送・FAXまたはＥメール

で提出してください。電話および口頭でのご意見などは受け付けていません。

【問い合わせ・提出先】都市住宅課移住定住推進係

（〒705-8602 東片上126　☎64-2225　FAX64-1850　Ｅメール bztoshi@city.bizen.lg.jp）
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市民のページ

　軽自動車税は４月１日時点の所有者（使用者）に課税されます。廃車の手続きをしないまま放置すると

軽自動車税が毎年かかり続けますので、譲渡、盗難、廃車などで実際に車両がない場合は、３月31日まで

に下記の窓口で必要な手続をしてください。なお、年度の途中で廃車をしても、月割りで税金が戻ること

はありませんのでご了承ください。

車　　種 取扱窓口 手続に必要なもの

軽自動車（三輪・四輪車）

軽自動車検査協会岡山事務所

（岡山市北区久米177-3
　コールセンター岡山事務所
　☎050-3816-3084）

印鑑、検査証、住民票、ナンバー
プレートなど
※手続内容により必要なものが異

なりますので、事前にそれぞれ
の取扱窓口にご確認ください。軽二輪車（125㏄超～250㏄）

二輪小型自動車（250㏄超）

中国運輸局岡山運輸支局

（岡山市北区富吉5301-5
　　　☎050-5540-2072）

原動機付自転車（125㏄以下）
小型特殊自動車
(トラクター・フォークリフトなど）

税務課市民税係　（☎64-1815）
日生総合支所　　（☎72-1101）
吉永総合支所　　（☎84-2511）
三石出張所　　　（☎62-0501）

印鑑、標識交付証明書、譲渡証明
書、ナンバープレートなど
※不明なことはお尋ねください。

給与支払報告書の提出を！
　給与支払報告書（平成30年分）の提出をお願いします。

◆提出方法　給与支払報告書（個人別明細書）は一人につき２枚の提出をお願いします。

また、平成28年度より特別徴収（給与天引き）の徹底に伴い、提出時には総括表と普通徴収切

替理由書を提出していただくこととなりました。普通徴収（個人納付）に該当の人がいる場合は、

必ず普通徴収該当理由を該当の人の摘要欄へ記載していただき、あわせて普通徴収切替理由書

を提出してください。摘要欄への記載および普通徴収切替理由書の提出の２つの要件を満たし

ていない場合は特別徴収となりますのでご注意ください。

◆提出範囲　 退職者、アルバイト、パート、役員など、平成30年１月から12月までに給与をお支払いになっ

たすべての人。

◆提出期限　 地方税法では１月末が提出期限となっていますが１月18日頃までの早期提出にご協力お願いい

たします。

問税務課市民税係（☎64-1815）

軽自動車の廃車手続は３月末までに！

事業者の
皆さん

申告の時期が近づいてきました
　所得税及び復興特別所得税の確定申告・市県民税申告の時期が近づいてきました。早めに書類をそろえて、

事前に集計するなど申告の準備を始めましょう。

　平成28年分以降の申告書には、マイナンバーと本人確認書類が必要です。（①または②のいずれかが必要です）

①マイナンバーカード　　②マイナンバー通知カード＋運転免許証などの本人確認書類　

  年金申告相談  

◆と　き　２月14日㈭～15日㈮　9:00～16:00　　◆ところ　リフレセンターびぜん

◆対　象　公的年金だけを受給されている人

  所得税及び復興特別所得税確定申告・市県民税申告相談  

◆と　き　２月18日㈪～３月15日㈮　※土・日曜日を除く　　◆ところ　市内の各会場

※市内の申告相談会場は ｢広報びぜん２月号｣ でお知らせします。
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農耕作業用自動車は軽自動車税の課税対象です

ナンバープレートの交付を受けてください

　乗用装置のある農耕作業用自動車（農耕トラクター、農業用薬剤散布車など）は小型特殊自動車に分類

され、軽自動車税の課税対象となります。必ず定置場市町村の軽自動車税担当窓口で届け出を行い、標識

（ナンバープレート）の交付を受けてください。公道を走行しない（田畑でしか使用しない）車両も課税

対象です。また、現在使用していない車両でも、所有していれば課税対象となります。

　なお、フォークリフトなどの小型特殊自動車に分類される車両についても同様に課税対象となり、ナン

バープレートを付ける必要があります。ナンバープレートを付けていない車両を所有している人は、印鑑

と車体番号などがわかる書類（販売証明書、譲渡証明書など）を持参し、税務課で登録をお願いします。

⃝対象車　最高速度が時速35㎞ 未満であり、乗用装置の装備された車両

※ハンドトラクターなどの原動機のみ有しているものは対象外です。

⃝車両を買い替えたとき　古い車両のナンバープレートをそのまま新しい車両へ付け換えることはできま

せん。必ず古い車両のナンバープレートを返納して、新しいナンバープレートの交付を受けてください。

⃝車両を処分するとき　車両本体の処分とは別に、市町村の軽自動車税担当窓口で廃車の手続きをしてく

ださい。また、その際にはナンバープレートを返納してください。

⃝軽自動車税　４月１日現在の所有者などに、軽自動車税2,400円（年税額）が課税されます。納税通知

書は５月中旬に送付します。

スマホで見やすい専用画面

給与所得者（年末調整済み）で、医療費控除または
ふるさと納税などの寄附金控除を適用して申告する
人は、スマホ専用画面 をご利用いただけます！

ID・パスワード方式で申告完結
○ID・パスワード方式を利用してe-Taxで送信すれば申告完了！
○e-Taxで送信すれば、源泉徴収票などの 添付書類は提出不要！
○申告書の控えは PDF形式で スマホに保存！

瀬戸税務署からのお知らせ
☆申告会場は大変混み合います。

　申告書の作成は自宅で！便利で簡単！国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を利用して     

　　　　　   または郵送※で提出！！
　※郵送の際はご自身で封筒をご用意ください。なお、申告書（控）に税務署の収受日付印が必要な人は、

　　申告書（控）とともに、宛名を記入し所要額の切手を貼付した返信用封筒を同封してください。

☆スマートフォンでも所得税の確定申告書が作成できます！

問瀬戸税務署（☎086-952-1155）

e-Tax

いつでもどこでもスマホで申告
さらに、平成31年１月からは…

※ ID・パスワード方式をご利用できない人は、自宅のプリンタやコンビニなどのプリントサービス（有料）を利用の上、申告書
を印刷し、税務署に郵送等で提出できます。

※タブレット端末からもご利用いただけます。

国税庁ホームページの『確定申告書等作成コーナー』では、

スマートフォンでも所得税の確定申告書が作成できます。

☆申告会場の開設日程

　【設置期間】２月18日㈪～３月15日㈮　9:00～17:00（受付）8:30～16:00

　◆ところ　瀬戸税務署（岡山市東区瀬戸町瀬戸70）　ママカリフォーラム（岡山市北区駅元町14-1）

☆確定申告に関する一般的な相談の問い合わせ先

 確定申告テレフォンセンターのご案内 

　（電話）086－952－1155（税務署の代表番号と同じ）※音声ガイダンスに従い【０番】を選択

開設期間:１月10日㈭～３月15日㈮　8:30～17:00　※原則として、土・日曜日、祝日を除く
受付内容:確定申告に関する一般的な相談・確定申告書等の発送　
ホームページでも、税金に関する情報を提供しています。ぜひご覧ください。
～ 国税庁ホームページ「タックスアンサー」www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/taxanswer/index2.htm ～

確定申告書等
作成コーナーへ！
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備前市臨時職員募集

【平成31年４月１日採用】

　備前市では、４月１日から市役所内の

各課、市内公共施設などで事務補助等を

行っていただく臨時職員を募集します。

　募集に関するくわしい内容は、市ホー

ムページまたは、ハローワークの求人案

内をご確認いただき、ハローワークを通

じて申し込みを行ってください。

◆募集期間　１月４日㈮～21日㈪

◆試 験 日　２月２日㈯、３日㈰
問総務課（☎64-1808）

病院事業　職員募集
平成31年４月１日採用〔勤務地〕市立３病院のいずれか
【看護師または准看護師】　採用予定人員　５人程度
・昭和39年４月２日以降生まれの人
【薬剤師】　採用予定人員　１人
・平成１年４月２日以降生まれの人
【理学療法士】　採用予定人員　１人
・平成１年４月２日以降生まれの人
【管理栄養士】　採用予定人員　１人
・昭和44年４月２日以降生まれの人
※上記のいずれの職種も資格免許を有する人（取得見込可）
【介護員】　採用予定人員　２人
・昭和49年４月２日以降生まれの人

〔勤務地〕介護老人保健施設　備前さつき苑
◆試験期日　２月7日㈭　◆申込期限　１月25日㈮※必着
◆提出書類　
・受験申込書（ホームページからダウンロード、または各

病院で交付）
・資格免許証の写しなど
申 問吉永病院事務部庶務係
　（☎84-2120 〒709-0224　吉永町吉永中563-4）
※くわしくはホームページで募集要項をごらんください。

まちづくりの協働事業提案募集！
　地域の課題について、市民の皆さんと市が持っている力を

出し合い、一緒に取り組んでいきませんか。

◆提案できる事業　福祉、まちづくり、環境、その他の分野

に係る地域の身近な課題を解決しようとするもので、協働

事業として実施することが適切と認められる事業。

◆提案できる団体　公益的な活動を行う市内の団体

◆募 集 期 間　１月４日㈮～２月28日㈭

◆事業の実施　2019年４月１日～2020年３月31日まで

◆補 助 額　対象事業費の2/3以内で20万円を限度とします。

※平成31年度の当該事業予算の成立が前提となります。

※補助金交付の適否は審査委員会で審査されます。

《実施例》

※市の政策に市民の皆さんの意見を反映させるため、政策提

案も随時募集しています！
問市民協働課市民協働係（☎64-1806）

★★実施例★★　

・子どもの感覚を鍛える環境整備プロジェ

クト事業

　【東備子どもNPOセンター＆幼児教育課】

・八塔寺ふるさと村案内解説版設置事業　

　【備前観光協会＆産業観光課】

下水道を使用する
皆さんへ

　各家庭から流された汚水は、下水道管

を通って水中ポンプを設置したマンホー

ルポンプ場を経由して浄化センターに集

められ処理されます。

　近頃、水に溶けない紙などが水中ポン

プにからまる故障が発生しており、最悪

の場合にはマンホールより汚水があふれ

たり、家庭からの排水が流れにくくなる

おそれがあります。

　下水道を利用される際には次のことに注

意してください。

⃝次のものは下水道に流さないようにし

てください

ウエットティッシュ、キッチンペー
パー、おしりふき、おむつライナー、
ティッシュペーパー、紙おむつ、生理
用品などの水に溶けないもの

【その他、注意していただきたいもの】

　「水に溶ける」と表記されているトイ

レ掃除用シートやおしりふきなども、数

枚重ねた状態では水に溶けない場合があ

ります。できるだけ１枚ずつ流すように

してください。

　ルールを守って公共の財産である下水

道を上手に使いましょう。
問下水道課下水道施設係（☎66-9702）

自治会・
まちづくり会議･
NPO法人など

【西鶴山健康の会＆保健課健康係（平成2₉年度実施）】
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　民生委員児童委員として活躍されている
にし

﨑
ざき

京
きょう

子
こ

さん（香登西）が厚生労働大臣表彰を受賞

されました。

　 﨑さんは、平成４年から民生委員児童委員

として、地域の生活困窮者、高齢者、児童、障

がい者等に対して積極的に相談、アドバイスを

行い、問題解決に取り組んでこられました。

　地区協議会および市民生委員児童委員協議会

において会長として、活動の中心的役割を担

い、他の委員の模範となっています。

　また、民生委員児童委員として活躍された

山
やま

﨑
ざき

政
まさ

美
み

さん（吉永町笹目）が厚生労働大臣感

謝状を受賞されました。

　備前市出身の頓
とん

宮
ぐう

裕
ゆう

真
ま

選手が、プロ野球「オ

リックス・バファローズ」からドラフト２位で指

名を受け入団しました。

　頓宮選手は、右投げ右打ちで、強肩強打のキャッ

チャーとして期待されています。背番号は44。

　伊部小学校では伊部パワフルズに、備前中学校

では瀬戸内マリナーズに所属、高校は岡山理科大

学附属高等学校へ入学し、１年生の秋から４番

キャッチャーとしてチームを牽引しました。高校

卒業後は、亜細亜大学に進学し、１年生春のリー

グから出場。４年生では主将を務め、侍ジャパン

の大学日本代表に選ばれました。

備前市出身の頓宮選手
がプロ野球選手に

厚生労働大臣表彰

消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

磯
本
秀
徳
（
日
生
）

數
乘
紳
喜
（
指
導
部
） 

日
下
康
行
（
香
登
）

清
水
健
仁
（
伊
部
）

川
上　

悟
（
閑
谷
）

近
行
克
也
（
吉
永
北
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

磯
本
秀
徳
（
日
生
） 

精
績
章

竹
原
卓
巳
（
指
導
部
）

貞
友
昌
勝
（
指
導
部
）

星
尾
芳
徳
（
指
導
部
） 

勤
続
章　

馬
場
栄
市
（
西
鶴
山
）、小
橋
嘉
成
（
片

上
）、
藤
田
敬
一
（
穂
浪
）、
東　

芳
則

（
伊
部
）、
國
光
康
昌
（
神
根
）、
楠　

英
賢
（
香
登
）、
森　

優
（
片
上
）、

青
井
正
昭
（
穂
浪
）、
中
村
浩
明
（
三

石
西
）、
中
野
智
正
（
同
）、
今
川
壱

章
（
諸
島
）、
岡
田
秀
樹
（
神
根
）、

髙
橋
賢
治
（
三
国
）

岡
山
県
消
防
防
災
功
労
者
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章　
　

大
西　

修
（
指
導
部
）

優
良
消
防
団
員
章
　

花
岡
秀
典
（
川
向
）、
隅
谷
健
司
（
諸

島
）、
藤
里
正
明
（
寒
河
）、
三
木
雅

行
（
西
鶴
山
）、
角
野
雄
一
（
閑
谷
）、

阿
部
健
治
（
指
導
部
）

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章

今
脇
一
知（
東
鶴
山
）、山
下
竜
一（
指
導

部
）、
関
本
真
一（
同
）、
小
川
浩
一（
同
）

表
彰
章　
　

森
野
浩
一
（
本
部
）、
柴
岡　

力
（
伊

部
）、
大
森
健
一
郎
（
三
石
南
）、
藤
田

修
義
（
三
石
西
）、横
山
重
典
（
川
東
）、

玉
垣
裕
規
（
寒
河
）、
豊
福
欣
也
（
指

導
部
）、
矢
野　

毅
（
同
）、
行
正
英

仁
（
片
上
）、
荒
木　

潔
（
同
）、
川

中
英
之（
閑
谷
）、山
﨑
伸
也（
吉
永
南
）

青
年
章　

延
原
禎
亨
（
三
石
南
）、大
道
広
貴
（
川

西
）、
日
笠
昌
子
（
女
性
部
）

精
勤
章

上
山
克
正
（
三
石
東
）、万
波
照
幸
（
三

石
西
）、
北
浦
典
昭
（
神
根
）、
阿
部

健
治
（
指
導
部
）、
横
山
智
一
（
東
鶴

山
）、
丹
生
淳
弥
（
片
上
）、
山
本
基

嗣
（
同
）、
宮
本
研
丞
（
川
西
）、
田

口
友
和
（
諸
島
）、小
川
良
洋
（
神
根
）、

宇
野
克
己
（
西
鶴
山
）、
鈴
木
秀
喜
（
伊

部
）、
久
次
純
二
（
片
上
）、
古
賀
忠

寛
（
同
）、
吉
田
祐
介
（
同
）、
小
森

大
亮
（
蕃
山
）、梅
井
直
之
（
三
石
東
）、

延
原
寛
樹
（
同
）、
延
原
誠
二
（
三
石

南
）、小
林
麻
雄
（
同
）、後
藤
浩
一
（
三

石
西
）、
丸
山
博
司
（
吉
永
北
）、
武

元　

心（
同
）、
神
谷
真
太
郎（
吉
永
南
）

備
前
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

森
野
浩
一
（
本
部
）、大
森
健
一
郎
（
三

石
南
）、
藤
田
修
義
（
三
石
西
）、
豊

福
欣
也
（
指
導
部
）、
星
尾
慶
太
（
川

東
）、
草
加
知
宏
（
諸
島
）、
野
田
博

之
（
三
国
）、
浦
上
祐
一
（
同
）

市
長
表
彰

表
彰
章

荒
木　

馨
（
香
登
）　

他
30

名

備
前
市
消
防
団
の
出
初
式
を
１
月
₂₀
日
㈰
午
前
1₀
時
か
ら
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

優
良
消
防
団
員
表
彰
は
次
の
と
お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

消
防
団
出
初
式

広報びぜん　平成31年1月13



お知らせ　  information

　
保
健
・
医
療

健
康
教
室 

（
参
加
無
料
）

　

事
前
の
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

時

１
月
９
日
㈬　

14
時
～
15
時

所

備
前
病
院
附
属
棟
2
階

内
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
」

講

備
前
病
院　

薬
剤
師

問

備
前
病
院
（
☎
 
３
３
８
５
）

市
立
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
敷
地
内
全
面
禁
煙
に
つ
い
て

　

健
康
増
進
法
の
改
正
に
伴
い
４

月
１
日
か
ら
、
日
生
病
院
お
よ
び

吉
永
病
院
の
敷
地
内
を
全
面
禁
煙

（
電
子
タ
バ
コ
を
含
む
）
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

患
者
様
、
お
見
舞
い
な
ど
で
ご

来
院
の
方
々
に
は
敷
地
内
で
の
喫

煙
は
ご
遠
慮
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
あ
ら
か
じ
め
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
備
前
病
院
お
よ
び
備
前
さ
つ
き

苑
は
、
既
に
敷
地
内
全
面
禁
煙

と
な
っ
て
い
ま
す
。
）

問

日
生
病
院
（
☎
 
１
１
１
１
）
︑

吉
永
病
院
（
☎
 
２
１
２
０
）

◆
禁
煙
外
来
に
つ
い
て

　

備
前
病
院
で
は
、
内
科
外
来
に

て
禁
煙
外
来
を
行
っ
て
い
ま
す
。

禁
煙
を
考
え
て
い
る
人
は
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

禁
煙
外
来
診
療
日

　

木
曜
日
（
午
前
）
上
杉
医
師

問

備
前
病
院
（
☎
 
３
３
８
５
）

糖
尿
病
教
室 

 
　

「
網
膜
症
」
の
話
や
、
糖
尿
病

食
体
験
（
５
０
０
円
）
な
ど
の
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

時

１
月
16
日
㈬

　

12
時
30
分
～
14
時
30
分

所

日
生
病
院

料

別
途
必
要
で
す
。
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申

問

１
月
９
日
㈬
ま
で
に
、
日
生

病
院
（
☎
 
１
１
１
１
）
へ

身
体
障
害
者
等

巡
回
更
生
相
談

時

1
月
25
日
㈮

　

受
付
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

審
査
11
時
～

所

リ
フ
レ
セ
ン
タ
ー
び
ぜ
ん

対
象
障
が
い

肢
体
不
自
由

相
談
員

岡
山
労
災
病
院
医
師（
整
形
）

相
談
内
容

補
装
具
・
更
生
医
療
な

ど
持

障
害
者
手
帳
・
印
鑑
・
保
険
証
・

個
人
番
号
の
分
か
る
も
の
・
使

用
中
の
補
装
具

申

問

事
前
予
約
が
必
要
な
た
め
1

月
18
日
㈮
ま
で
に
、
社
会
福
祉

課
障
が
い
者
福
祉
係
（
☎
 
１

８
２
４　

Ｆ
Ａ
Ｘ
 
１
８
４
７
）

へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
も
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

認
知
症
を
理
解
し
豊
か
な

地
域
社
会
を
目
指
す

～
も
も
脳
ネ
ッ
ト

　

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
～

　

（
参
加
無
料
・
申
込
不
要
）

　

寝
た
き
り
の
う
ち
、
３
人
に
１

人
が
「
脳
卒
中
・
骨
折
」
に
よ
る

も
の
で
す
。
認
知
症
を
早
期
発

見
・
治
療
す
る
こ
と
は
脳
卒
中
と

骨
折
の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
一
緒
に
予
防
法
を
学
び
ま

し
ょ
う
！

時

１
月
27
日
㈰

　

14
時
～
16
時
（
受
付
13
時
～
）

所

岡
山
市
立
市
民
病
院　

1
階
多

目
的
ホ
ー
ル

内講
演
①

　

「
認
知
症
と
脳
卒
中
の
関
係
」

講
演
②

　

「
回
復
期
病
院
に
お
け
る
認
知

症
患
者
の
リ
ハ
ビ
リ
の
現
状
」

講
演
③

　

「
在
宅
に
お
け
る
認
知
症
患
者

の
地
域
連
携
の
問
題
点
」

※
２
階
総
合
受
付
付
近
で
医
療
・

栄
養
・
リ
ハ
ビ
リ
・
歯
科
な
ど

の
相
談
ブ
ー
ス
を
設
置

問

備
前
保
健
所

（
☎
０
８
６
・
２
７
２
・
３
９
５
０
）

　
　
介
　
　
護
　

介
護
者
の
会

　

「
自
宅
で
で
き
る
食
中
毒
予
防
」

食
中
毒
は
冬
場
に
も
発
生
し
注
意

が
必
要
で
す
。
自
宅
で
で
き
る
予

防
法
に
つ
い
て
学
び
感
染
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

　

講
話
終
了
後
は
参
加
者
同
士
の

情
報
交
換
も
行
い
ま
す
。

　

当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
な

る
べ
く
事
前
に
申
込
み
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

時

１
月
10
日
㈭

　

10
時
～
11
時
30
分

所

伊
部
公
民
館　

会
議
室

対

介
護
を
し
て
い
る
人
、
介
護
経

験
の
あ
る
人
、
介
護
に
不
安
や

疑
問
の
あ
る
人

申

問

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
 
１
８
４
４
）
︑
東
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
（
☎
 
１
２
４
０
）
︑

北

サ

ブ

セ

ン

タ

ー
（
☎

 

９
１
１
４
）

「
家
族
介
護
ク
ー
ポ
ン
券
」

の
交
付
申
請
に
つ
い
て

　

在
宅
高
齢
者
の
介
護
者
に
、
介

護
用
品
と
引
換
え
が
で
き
る
ク
ー

ポ
ン
券
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

対

要
介
護
「
３
」
「
４
」
「
５
」
の

認
定
を
受
け
た
在
宅
高
齢
者
の

介
護
者
で
、
在
宅
高
齢
者
お
よ

び
介
護
者
と
も
に
市
民
税
非
課

税
世
帯
に
属
す
る
人

申

問

１
月
７
日
㈪
～
15
日
㈫
ま
で

に
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ま

た
は
︑
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
 
１
８
４
４
）
へ

　
　
ス
ポ
ー
ツ
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
‼‼　

備
前
♡
日
生
大
橋
マ
ラ
ソ
ン

２
０
１
９
（
3
月
9
日
開
催
）

　

「
ラ
ン
ナ
ー
だ
け
が
主
役
じ
ゃ

な
い
！
」
応
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
参
加

し
、
み
ん
な
で
盛
り
上
が
り
ま

し
ょ
う
。
大
会
運
営
に
は
多
く
の

役
員
が
必
要
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人

は
、
２
月
８
日
㈮
ま
で
に
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
対
象
は
中
学
生
以
上

申

問

備
前
♡
日
生
大
橋
マ
ラ
ソ
ン

実
行
委
員
会
事
務
局
（
社
会
教

育
課
内　

☎
�
３
８
１
３
）

入入館料　　会会費　　持持参品　　
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第
1₉
回
岡
山
県
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

出
場
選
手
募
集

と
き
・
種
目

・
４
月
27
日
㈯

　

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

・
４
月
28
日
㈰　

水
泳

・
５
月
12
日
㈰　

陸
上
競
技

・
５
月
25
日
㈯　

卓
球

（
身
体
・
知
的
）

・
５
月
26
日
㈰　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

・
6
月
２
日
㈰　

ボ
ウ
リ
ン
グ

・
６
月
24
日
㈪　

ボ
ウ
リ
ン
グ

（
ガ
ー
タ
ー
レ
ス
）

･
12
月
14
日
㈯　

卓
球
（
精
神
）

所

岡
山
県
陸
上
競
技
場
ほ
か

資
格

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在

で
、
13
歳
以
上
の
身
体
障
が
い

の
あ
る
人
、
知
的
障
が
い
の
あ

る
人
お
よ
び
精
神
障
が
い
の
あ

る
人

※
所
定
の
申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申

問

１
月
18
日
㈮
ま
で
に
、
社

会
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

（
☎
 
１
８
２
４　

Ｆ
Ａ
Ｘ
 

１
８
４
７
）
へ

　
　
イ
ベ
ン
ト
　

企
画
展
「
日
生
の
漁
業
史
」

（
入
館
無
料
）

　

日
生
の
漁
業
は
い
つ
ご
ろ
か
ら

始
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
漁
法
で
操

業
し
て
き
た
の
か
。
ま
た
、
内
海

漁
業
か
ら
の
展
開
を
図
る
た
め
の

新
た
な
事
業
と
し
て
の
養
殖
、
朝

鮮
出
漁
な
ど
、
カ
キ
養
殖
に
至
る

ま
で
の
漁
業
の
歴
史
を
紹
介
し
ま

す
。

時

１
月
12
日
㈯
～
３
月
11
日
㈪

　

９
時
～
16
時
30
分

所

加
子
浦
歴
史
文
化
館

休

火
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

問

加
子
浦
歴
史
文
化
館
（
☎
 
９

０
２
６　

日
生
町
日
生8

0
1
-4

）

備
前
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
８

「
未
来
の
備
前
焼
を
探
し
に
行
く

～
陶
工
と
現
代
人
の
対
話
～
」

　

今
年
度
は
「
未
来
の
備
前
焼
を

探
し
に
行
く
」
を
テ
ー
マ
に
歴
史

学
の
分
野
だ
け
で
は
な
く
、
科
学

的
、
製
作
現
場
、
販
売
、
消
費
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
備
前

焼
に
せ
ま
り
ま
す
。

時①
１
月
19
日
㈯

　

13
時
30
分
～
16
時

②
１
月
20
日
㈰

　

10
時
～
16
時
50
分

所①
窯
跡
見
学

　

備
前
焼
伝
統
産
業
会
館
集
合

（
伊
部
駅
）

②
基
調
講
演
等

　

岡
山
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー

１
階

講

乗
岡
実
氏
（
岡
山
市
教
育
委
員

会
）

　

高
長
茂
幸
氏
（
元
岡
山
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
技
術
振
興
財
団
岡
山

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　

浜
中
邦
弘
氏
（
同
志
社
大
学
歴

史
博
物
館
准
教
授
）
ほ
か

料

１
︐
５
０
０
円

定

80
人
（
先
着
順
）

申

問

氏
名
、
住
所
、
電
話
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
、
１
月

17
日
㈭
ま
で
に
、
郵
送
、
Ｅ

メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
、
備

前
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員

会
事
務
局
（
文
化
振
興
課
内
）

（
〒7

0
5
-8

6
0
2

東
片
上1

2
6

☎
 
１
８
４
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ
 
２

１
1
２ 

E
メ
ー
ル 

b
zb

unka@
city.b

izen.lg.jp
）へ

と
ん
ぼ
玉
を
つ
く
ろ
う
！

　

備
前
市
内
に
は
、
ガ
ラ
ス
玉
が

出
土
し
た
古
墳
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
ち
な
み
今
回
は
、
岡
山

市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
長
の

長
谷
川
一
英
先
生
を
講
師
に
招

き
、
先
生
に
教
わ
り
な
が
ら
、
ガ

ラ
ス
棒
を
溶
か
し
て
と
ん
ぼ
玉
を

つ
く
り
ま
す
。
で
き
た
と
ん
ぼ
玉

は
、
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
や
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

時

２
月
10
日
㈰

　

午
前
の
部　

９
時
30
分
～

　

午
後
の
部　

13
時
30
分
～

　

各
回
1
時
間
30
分
程
度

所

埋
蔵
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

対

ど
な
た
で
も
（
10
歳
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

定

各
回
10
人
程
度
（
先
着
順
）

料

３
０
０
円

申

問

１
月
31
日
㈭
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
埋
蔵
文
化
財

管
理
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
４
３
０

０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
４
３
０
１　

伊

部9
7
4
-3

）
へ

求
む
‼‼
鏡
工
人

～
古
墳
に
つ
い
て
学
び
︑
鏡
を

　

つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～

　

総
社
市
埋
蔵
文
化
財
学
習
の
館

の
平
井
典
子
館
長
を
講
師
に
招

き
、
古
墳
や
鏡
に
つ
い
て
学
ん
だ

の
ち
、
備
前
市
に
あ
る
丸
山
古
墳

か
ら
出
土
し
た
鏡
の
レ
プ
リ
カ
を

つ
く
り
ま
す
。
今
回
は
「
盤ば

ん

龍
り
ゅ
う

鏡
き
ょ
う

」
と
「
渦か

文も
ん

帯た
い

変へ
ん

形け
い

方ほ
う

格か
く

規き

矩く

八は
ち

獣
じ
ゅ
う

鏡
き
ょ
う

」
と
い
う
２
種
類
の
型
か

ら
１
つ
選
び
、
金
属
を
型
に
流
し

込
ん
で
直
径
約
５
㎝
の
鏡
を
つ
く

り
、
磨
い
て
仕
上
げ
ま
す
。

時

２
月
16
日
㈯

　

午
前
の
部　

９
時
30
分
～

　

午
後
の
部　

13
時
30
分
～

　

各
回
1
時
間
30
分
程
度

所

埋
蔵
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

対

ど
な
た
で
も
（
10
歳
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

定

各
回
８
人
程
度
（
先
着
順
）

料

１
︐
０
０
０
円

申

問

１
月
31
日
㈭
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
埋
蔵
文
化
財

管
理
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
４
３
０

０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
４
３
０
１　

伊

部9
7
4
-3

）
へ
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お知らせ　  information

歴
史
民
俗
資
料
館
講
座

（
参
加
無
料
）

　

「
細
工
物
の
ヘ
ラ
製
作
講
座
①

　

木
の
ど
こ
か
ら
ヘ
ラ
を
作
る
？
」

　

細
工
師
か
ら
細
工
物
で
使
用
す

る
ヘ
ラ
の
製
作
技
術
を
学
び
ま
せ

ん
か
？

　

備
前
焼
作
家
を
講
師
に
む
か

え
、
ヘ
ラ
に
使
用
す
る
木
の
特
徴

を
実
践
的
に
習
得
し
て
い
き
ま
す
。

時

２
月
23
日
㈯

　

13
時
30
分
～
２
時
間
程
度

所

歴
史
民
俗
資
料
館

講

島
村
光
氏
（
備
前
焼
作
家
）

対

備
前
焼
に
興
味
の
あ
る
人
、
ヘ

ラ
を
作
り
た
い
人
（
連
続
講
座

の
予
定
で
す
）

定

7
人
程
度

持

野
外
活
動
に
適
し
た
靴
と
服

装
、
筆
記
用
具
な
ど

申

問

2
月
21
日
㈭
ま
で
に
、
歴
史

民
俗
資
料
館
（
☎
 
４
４
２
８

　

東
片
上3

8
5

）
へ

　
　
案
　
　
内
　

第
12
回
ふ
れ
あ
い

　
　

サ
ロ
ン
講
座 

（
参
加
無
料
）

健
康
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
す
す
め

『
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ　

ユ
ニ
カ
ー

ル
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！
』

　

中
高
年
の
人
で
も
お
気
軽
に
で

き
ま
す
。

時

１
月
25
日
㈮　

13
時
～
15
時

所

い
ん
べ
会
館

定

18
人

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

申

問

１
月
４
日
㈮
か
ら
、
い
ん
べ

会
館
（
☎
 
０
８
９
０
）
へ

ウ
ィ
ズ
び
ぜ
ん
〝
虹
の
広
場
”

（
参
加
無
料
）

古
典
に
親
し
む

　

～
声
に
出
し
て
読
む

　
　

「
た
け
く
ら
べ
」
～

時

２
月
１
日
㈮　

10
時
～
12
時

所

ウ
ィ
ズ
び
ぜ
ん

講

竹
内
良
雄
氏

定

20
人
（
先
着
順
）

団
体

ウ
ィ
ズ
び
ぜ
ん
登
録
団
体
：

び
ぜ
ん
女
た
ち
の
会

申

問

１
月
30
日
㈬
ま
で
に
、
市
民

協
働
課
（
☎
 
１
８
２
３
）
へ

40
代
か
ら
考
え
て
お
き
た
い

『
親
の
介
護
と
自
分
の
仕
事
』

（
参
加
無
料
）

　

親
に
は
ず
っ
と
元
気
で
い
て
ほ

し
い
け
れ
ど
、
い
つ
か
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
ら･･･

。

　

介
護
と
仕
事
の
両
立
を
実
践
中

で
あ
る
講
師
か
ら
、
現
場
の
声
を

お
届
け
し
ま
す
。
親
の
た
め
に
も
、

自
分
の
た
め
に
も
な
る
お
話
で
す
。

時

２
月
２
日
㈯

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

所

日
生
防
災
セ
ン
タ
ー

　

（
日
生
総
合
支
所
隣
）

講

山
田
加
寿
子
氏

　

（
特
定
社
会
保
険
労
務
士
）　

内

仕
事
と
介
護
の
両
立
の
お
話

定

90
人

対

こ
れ
か
ら
介
護
を
迎
え
る
人
、

関
心
の
あ
る
人

申

問

氏
名
と
電
話
番
号
を
、

・
市
民
協
働
課
（
☎
 
１
８
２
３

　

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
 
２
１
１
２
）

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
☎
 
１
８
４
４･

Ｆ
Ａ
Ｘ
  

  

１
８
５
４
）

・
東
サ
ブ
セ
ン
タ
ー　

　

（
☎
 
１
２
４
０･
Ｆ
Ａ
Ｘ
  

  

１
４
２
５
）

・
北
サ
ブ
セ
ン
タ
ー　

　

（
☎
 
９
１
１
４･

Ｆ
Ａ
Ｘ
  

  

９
５
９
５
）

　

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

洋
菓
子
づ
く
り
講
座

　

手
軽
に
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
を
焼

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

時

２
月
９
日
㈯

　

13
時
～
15
時
30
分

所

日
生
地
域
公
民
館
３
階
調
理
実

習
室

定

10
人
（
先
着
順
）

料

１
人 

８
０
０
円

申
込
期
間

1
月
4
日
㈮
～
31
日
㈭

17
時

申

問

日
生
地
域
公
民
館
（
☎
 

１
０
０
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ
 
１
０
９ 

８
）

求
職
者
支
援
訓
練

（
１
～
３
月
開
講
コ
ー
ス
）

受
講
者
募
集

　

求
職
者
支
援
訓
練
と
は
、
雇
用

保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者
の

人
な
ど
を
対
象
に
、
全
国
の
民
間

教
育
訓
練
機
関
が
実
施
す
る
「
就

職
」
を
目
的
と
し
た
公
的
な
職
業

訓
練
で
す
。

　

今
回
、
１
～
３
月
に
開
講
す
る

コ
ー
ス
の
受
講
者
を
順
次
、
募
集

し
て
い
ま
す
。

募
集
科

基
礎
コ
ー
ス
・
実
践
コ
ー

ス
（
介
護
福
祉
、
医
療
事
務
、

事
務
分
野
な
ど
）

※
開
講
日
、
訓
練
期
間
（
２
～
６

か
月
）
な
ど
は
各
コ
ー
ス
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

受
講
料

原
則
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
自
己
負
担
）

※
一
定
の
要
件
（
収
入
・
資
産
な

ど
）
を
満
た
す
人
に
対
し
て

は
、
「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金

（
月
10
万
円
＋
交
通
費
（
所
定

の
額
）
）
」
が
支
給
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。

申

問

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
気 

備
前

出
張
所
（
☎
 
２
３
４
０
）

「
市
営
バ
ス
で

　

 

お
出
か
け
体
験
」

　

  

参
加
グ
ル
ー
プ
募
集

　

シ
ニ
ア
の
お
友
達
や
ご
近
所
の

グ
ル
ー
プ
、
ご
家
族
で
「
市
バ
ス
」

に
乗
っ
て
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

対

市
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
人
を

含
む
２
～
５
人
程
度
の
グ
ル
ー

プ
※
参
加
者
１
人
に
つ
き
市
営
バ
ス

回
数
券
２
枚
（
２
０
０
円
分
）

を
進
呈
し
ま
す
。
（
1
人
１
回

限
り
）

※
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
乗
車

後
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
。

申
込
方
法

①
代
表
者
の
名
前
②
住

所
③
電
話
番
号
④
参
加
人
数
を

社
会
福
祉
課
ま
で

申
込
期
限

平
成
31
年
３
月
22
日
㈮

申

問

社
会
福
祉
課
（
☎
 
１
８
２ 

７　

E
メ
ー
ルb

zfu
k
u
sh

i@
city.b

ize
n
.lg

.jp

）

入入館料　　会会費　　持持参品　　
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そ 

の 

他
　

平
成
31
年
度

小
・
中
学
校
に
入
学
さ
れ
る

皆
さ
ん
へ

　

備
前
市
で
は
、
小
・
中
学
校
へ

の
就
学
に
つ
い
て
、
住
所
に
よ
る

学
区
の
指
定
が
あ
り
ま
す
。
対
象

の
各
ご
家
庭
に
１
月
末
ま
で
に
就

学
通
知
を
送
付
し
ま
す
が
、
次
の

よ
う
な
場
合
に
は
、
学
校
教
育
課

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝

国
・
県
・
私
立
学
校
な
ど
へ
進

学
す
る
場
合

⃝

引
越
予
定
で
市
外
の
学
校
へ
進

学
す
る
場
合

⃝

特
別
な
事
情
が
あ
り
、
指
定
校

以
外
の
市
内
の
学
校
へ
の
就
学

を
希
望
す
る
場
合

※
指
定
校
の
変
更
・
区
域
外
就
学

に
は
許
可
基
準
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

学
校
教
育
課
（
☎
 
１
８
４
０
）

就
学
援
助
費
の
入
学
前
支
給

の
ご
案
内

　

平
成
31
年
４
月
に
小･

中
学
校

に
入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ま
の
保
護

者
で
、
就
学
援
助
の
要
件
に
該
当

す
る
人
を
対
象
に
新
入
学
児
童
生

徒
学
用
品
費
（
ラ
ン
ド
セ
ル
・
制

服
等
入
学
に
必
要
な
も
の
を
購
入

す
る
費
用
）
を
入
学
前
（
３
月
）

に
支
給
し
ま
す
。

　

対
象
の
人
に
は
、
10
月
頃
学
校

を
通
じ
て
案
内
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
希
望
す
る
人
は
、
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

就
学
援
助
費
入
学
前
支

給
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
を
教
育

振
興
課
へ
提
出

申
請
期
間

１
月
４
日
㈮
～
31
日
㈭

※
就
学
援
助
制
度
と
は
、
経
済
的

に
お
困
り
の
小
・
中
学
生
の
保

護
者
で
教
育
委
員
会
が
認
定
す

る
人
に
、
学
校
生
活
で
必
要
な

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度

で
す
。
学
用
品
費
・
修
学
旅
行

費･

校
外
活
動
費
・
給
食
費
な

ど
新
年
度
に
必
要
な
経
費
に
つ

い
て
は
、
４
月
に
お
子
さ
ま
を

通
じ
て
案
内
を
し
ま
す
の
で
、

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問

教
育
振
興
課
（
☎
 
１
８
０
２
）

平
成
31
年
度
使
用　

中
学
校
「
特
別
の
教
科
道
徳
」

教
科
書
展
示
会
開
催

　

平
成
31
年
度
か
ら
現
在
中
学
校

で
行
わ
れ
て
い
る
道
徳
が
「
特
別

の
教
科
道
徳
」
と
な
り
、
教
科
書

を
使
っ
て
の
学
習
が
始
ま
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

に
「
特
別
の
教
科
道
徳
」
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
「
特
別
の
教

科
道
徳
」
教
科
書
の
展
示
会
を
行

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

時

１
月
11
日
㈮
～
24
日
㈭

所

備
前
市
立
図
書
館
〔
市
民
セ
ン

タ
ー
内
〕
（
14
日
、
15
日
、
21

日
を
除
く
）
、
日
生
・
吉
永
総

合
支
所
（
土
、
日
、
祝
日
を

除
く
）
、
備
前
市
教
科
書
セ
ン

タ
ー
〔
備
前
中
学
校
内
〕
（
土
、

日
、
祝
日
を
除
く
）

問

学
校
教
育
課
（
☎
 
１
８
４
０
）

全
国
一
斉　

生
活
保
護
１
１
０
番

　

司
法
書
士
に
よ
る
「
全
国
一
斉 

生
活
保
護
１
１
０
番 
生
活
保
護
、

疑
問
・
質
問
な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
！！
暮

ら
し
を
、
希
望
を
、
守
る
た
め
に
」

　

岡
山
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

と
全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で

は
、
生
活
保
護
に
関
す
る
電
話
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

時

１
月
27
日
㈰

　

10
時
～
16
時

☎
０
１
２
０
・
０
５
２
・
０
８
８

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

問

岡
山
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

担
当
：
司
法
書
士　

西
田
（
☎

０
８
６
３
・
３
３
・
３
５
１
７
）

ニ
ワ
ト
リ
、
ア
ヒ
ル
、
ヤ
ギ

な
ど
を
飼
育
し
て
い
る

皆
さ
ん
へ

　

１
頭
１
羽
か
ら
届
出
が
必
要
で

す
。

届
出
対
象
動
物

①
牛
、
水
牛
、
馬

②
鹿
、
め
ん
羊
、
山
羊
、
豚
、
イ

ノ
シ
シ

③
鶏
、
ア
ヒ
ル
（
ア
イ
ガ
モ
を
含

む
）
、
ウ
ズ
ラ
、
キ
ジ
、
ホ
ロ

ホ
ロ
鳥
、
七
面
鳥

④
ダ
チ
ョ
ウ　

　

を
飼
育
し
て
い
る
人
が
対
象

で
、
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

届
出
時
期

毎
年
２
月
１
日
時
点
の

飼
養
場
所
と
頭
羽
数
の
届
出
が

必
要

提
出
先

問

岡
山
県
岡
山
家
畜
保
健 

衛
生
所
（
☎
０
８
６
・
７
２
４
・ 

３
８
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
６
・ 

７
２
４
・
３
８
８
４
）

  問問い合わせ先　　申申し込み　　時とき　　所場所　　内内容　　対対象　　定定員　　講講師　　料費用　　休休館日

今月のイベント

備前市エコハウス（畠田20-1）

1月19日㈯　10:00～13:00　※要申込
◆住宅よろず相談会
　（一級建築士が住宅のことについて
　  無料でご相談に乗ります）
◆木工教室、もちつき大会
◆ダンボールコンポスト講習会
　随時受付中です。

888888888 市営住宅等　入居者募集

◆募集期間　１月7日㈪～16日㈬

【市営住宅】土師神根、スワ

【特定公共賃貸住宅】スワ・吉永中

申 問都市住宅課（☎64-1851）

　　  日生 管理課（☎72-1104）

　　  吉永  管理課（☎84-2513）

広報びぜん　平成31年1月17

◆開館時間
　10:00～15:00
◆休館日
　月曜、祝日の翌日、
　年末年始
申 問

　備前市エコハウス
　推進地域協議会
　（☎66-7774）



乳
幼
児
健
診･

育
児
相
談

乳
幼
児
健
診･

育
児
相
談

　　　　 内　容 対 象 と　き（受付） と こ ろ

４か月児健診 平成30年8月生 9日㈬　13：00〜13：30

総合保健施設

【吉永】

1歳6か月児健診 平成29年7月生 23日㈬　13：00〜13：30

2歳 6か月児歯科健診 平成28年7月生 17日㈭　12：45〜13：00

3歳6か月児健診 平成27年7月生 30日㈬　13：00〜13：30

かみかみ離乳食と歯の教室 平成30年3月生 15日㈫　9：40〜10：00

日生育児相談 乳幼児 24日㈭　10：00〜11：30 日生防災センター

吉永育児相談 乳幼児 11日㈮　9：30〜11：30 総合保健施設【吉永】

1月

ノロウイルスに注意！備前市健康づくり3か条

•今より10分多く歩く

•野菜から先に食べる

•体重を毎日はかる
　  【第２次健康びぜん21】

健康健康情
報
情
報

問保健課（☎64-1820）

問保健課

　この時期は、ノロウイルスによる食中毒が発
生しやすく注意が必要です。

【ノロウイルス食中毒予防のポイント】
⃝清潔（ウイルスを付けない）
・調理前やトイレの後は、石けんを用いて流水

で手をよく洗う。
・下痢やおう吐等の症状があれば、食品を直接

扱う作業に従事しない。
⃝加熱（ウイルスをやっつける）
・加熱する食品は中心部までよく加熱する。
・ノロウイルスには加熱（85℃～90℃で90秒間

以上）や次亜塩素酸ナトリウム（塩素系漂白
剤）による消毒が有効です。

　糖尿病の合併症の一つに慢性腎臓病があり、重症
化すると人工透析に至る病気です。腎臓病について
学び、予防のために食事と運動を医師やスタッフと
共に楽しく体験してみましょう。
◆と　き　２月23日㈯
◆ところ　 おさふねサービスエリア２階　
　　　　　備前の間（瀬戸内市長船町長船1133-2）
◆対　象　糖尿病や腎臓障害について学んでみたい人

【試食会】受付11:00～　開催11:30～
 『腎臓を守る食事の話』（仮）
　講師:おさふねクリニック  管理栄養士  尾上未玲氏

【運　動】12:30～『防ごうロコモ・転倒（簡単な体操）』

　講師:平病院 健康運動指導士 野村茄津季氏
【講演会】受付12:50～　開催13:00～
 『岡山県栄養士会の取り組み』（仮）
　講師:岡山県栄養士会 前会長 管理栄養士 森恵子氏
 　『糖尿病から腎臓を守るために

　　～あなたの腎臓は大丈夫ですか？～』

  講師:岡山大学病院 新医療研究開発センター教授
　　　  四方賢一先生
◆定　員　50人（先着順）
◆参加費　（試食会）800円　（講演会）無料
申 問試食の有無にかかわらず、２月４日㈪までに
　　平病院（☎0869-93-1155）へ

【主催】 東備糖尿病療養指導セミナー、
  岡山県栄養士会東備支部

【後援】 岡山県備前保健所東備支所、赤磐市、
  瀬戸内市、備前市、和気町
問保健課（☎64-1820）　

　保健師・栄養士から健診の結果の見方や検査値
改善のための食事や運動についてのアドバイスが
受けられますので、ぜひお越しください。
◆とき・ところ

と　き ところ
１月25日㈮ 13:30～15:30 総合保健施設【吉永】
１月29日㈫ 9:30～11:30 日生防災センター
１月31日㈭ 13:30～15:30 市民センター

※今年度特定健診の受診がお済の人は健診結果を
持ってお越しください。

　１月16日㈬から乳がん（マンモグラフィ）、子
宮頸がん、骨粗しょう症検診が始まります。ナイ
ター検診もありますので、働く女性の方もぜひお
越しください。
◆ナイター検診

と　き ところ
１月21日㈪

16:30～18:30
リフレセンターびぜん

１月24日㈭ 伊里公民館

　その他の日程など詳細は、検診ガイドやホーム
ページをご覧ください。

『第7回 糖尿病健康セミナー
　　　in東備』の参加者募集！

なんでも健康相談（予約不要）

レディース検診
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１月の相談 無料

法律相談

心配ごと相談

行政相談

子育てに関する相談

▼　と　き ▼　相談会場・電話

※祝日の相談はありません。
　相談日程は変更になる場合
　があります。

※ 有料 法律相談  東備法律相談センター　毎週水曜日 13:00～16:10（和気町総合福祉センター 要予約・☎086-234-5888）

　東備法律相談センターの無料利用券がありますのでご利用ください。ただし、数に限りがあります。（問☎64-1800）

弁護士による法律相談
（離婚、相続、消費者被害など）

８日㈫・22日㈫　
　　　　13:00～16:00

社会福祉協議会（備前）問☎64-3033
要予約　１週間前から ※8日の受付は、12月25日㈫から

司法書士による相談 
（サラ金、 登記など）

15日㈫　13:00～ 社会福祉協議会（備前）問☎64-3033
要予約　１週間前から当日10時まで

公証相談 
（遺言、 金銭貸借 契約、 離婚など）

22日㈫　13:00～15:00 市民センター４階　講習室 問☎64-1800
要予約　１週間前から前日午前中まで

心配ごと相談
15日㈫　10：00～12：00 吉永地域公民館　　　　問社協  ☎84-3839
22日㈫　13:00～15:00 日生総合支所　　　　　問社協  ☎72-2510

なやみごとなんでも相談室
　　　‒ 人権擁護委員による ‒

22日㈫　13：00～15：00 市民センター４階　講習室　問☎64-1800 

22日㈫　13:00～15:00 日生総合支所　　　　　問☎72-1104 

一般相談 毎週㈭　13:00～15:00 社会福祉協議会（備前）問☎64-3033 電話相談可

備前会場 22日㈫　13:00～15：00 市民センター４階　講習室　問☎64-1800 

日生会場 22日㈫　13:00～15:00 日生総合支所　　　　　問☎72-1104
吉永会場 15日㈫　10:00～12:00 吉永地域公民館　　　　問☎84-2511

すこやか相談（妊娠・出産・子育て） 市役所勤務日と同一 子育て支援課　　　　　問☎64-1853
育児相談 月～金曜日　8:30～17:00 子育て支援センター　　問☎67-1115 面接要予約

児童相談 毎週㈪㈬㈮　8:30～17:00 子育て支援課　　　　　問☎64-1853 要予約

青少年育成相談 月～金曜日　8:30～17:00 青少年育成センター　　問☎64-4158
子育てなんでも相談 月～金曜日　8:30～17:15 社会福祉協議会（備前）　問☎64-3033 要予約

住宅相談（県建設労働組合和気支部） 22日㈫　13:00～15:00 市民センター４階　講習室　　問☎64-1800
ＤＶ相談 市役所勤務日と同一 市民協働課　　　　　　問☎64-1823
消費生活相談 市役所勤務日と同一 危機管理課　　　　　　問☎64-1876

年金相談（要予約） 17日㈭　10:00～15:00 市民センター４階　会議室　要予約
問☎64-1818・☎72-1102・☎84-2511

市内スポーツ施設ご案内

■体育施設利用（管理者：（一財）備前市施設管理公社）

■総合運動公園使用予約（２月分）

体育施設 問い合わせ先

総合運動公園

☎₆3︲3₈11伊部運動公園

三石運動公園

シーサイドプールびぜん ☎₆3︲3₈1₂

日生運動公園 ☎₇₂︲₂₂₂₆

シーサイドプールひなせ ☎₇₂︲1₇₄1

吉永Ｂ＆Ｇ海洋センター ☎₈₄︲3₇₇₆

◆利用時間　₉：₀₀～₂₁：₀₀
　（シーサイドプールびぜんは ₁₀：₀₀～₂₀：₃₀⎠
　 １月５㈯、６日㈰および３月までの日曜、祝日は
　 ₁₇：₀₀までとなります）
　（シーサイドプールひなせは ₁₁：₃₀～₂₀：₃₀
　  土・日は₁₁：₃₀～₁₇：₀₀までとなります)
◆休園(館)　₁₂月₂₈日㈮～１月４日㈮
 ₁₄日を除く毎週月曜日と₁₅日㈫

１月₁₀日㈭ ₁₈：₀₀～  窓口、電話（☎₆₃︲₃₈₁₁）で予約可。
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えがおルームで遊ぼう

作ってみよう

親子でリトミック　
※11日㈮までに要予約　先着1₅組 資料代3₀₀円

４日㈮

₁₁日㈮

誕生会（12・1月生まれ）
※1₈日㈮までに予約すると誕生カードの

　プレゼントがあります。

₂₅日㈮

₁₈日㈮

広告

【作り方】

①アミはザルに入れて水できれいに洗い、水気

を切っておく。

②大根は皮をむいて、１㎝厚さのいちょう切り

にする。

③ネギは小口切りにする。

④鍋に②の大根と米のとぎ汁を入れて中火で煮

る。煮立ったら、弱火にし、表面が透明にな

るまで煮る。ザルに上げて、水で洗う。

⑤鍋にＡを加えて煮立たせ、①のアミと④の大

根を入れて中火で煮る。

⑥煮汁が少なくなったら、③のネギを加えて火

を止めたらできあがり。

アミ大根
〈１人分エネルギー　₇8Kcal、塩分1．6ｇ〉

親と子のつどいのひろば
１月 就学前の親子がいつでも利用できます。くわしい

イベント日程は備前市 HPをご覧ください。

☎070･5425･8461　月～金曜日
₉：₀₀～₁₄：₀₀（市社会福祉協議会日生支所裏）

☎080･5758･3375　月～金曜日
₉：₀₀～₁₄：₀₀（閑谷・石門茶屋跡）

☎080･2925･1215　火～土曜日
₁₀：₀₀～₁₅：₀₀（久々井のお山）

☎67-1115（伊里認定こども園内）

◆施設開放日　月･火･木･金曜日 10：00～15：00
　　　　　　　水曜日　12：00～1₇：00
◆出前保育（毎週水曜日）
◆育児相談（１月の相談参照）

◆今月の行事（10：00～11：00）

☎64-0087　月～土曜日（月・土隔週）

₁₀：₀₀～₁₅：₀₀（伊部小学校裏）

わくわくるーむ

うみっこ丸

しずちゃん家（ち）

備前プレーパーク！森の冒険ひみつ基地

子育て支援センター

～ 地場産物を使った料理や郷土料理の
作り方を紹介します ～
問保健課（☎64-1820）

伝えていきたい備前の味伝えていきたい備前の味
～ 地場産物を使った料理や郷土料理の

作り方を紹介します ～
問保健課（☎64-1820）

【材料】４人分

大根 400ｇ、米のとぎ汁 適量、アミ 60ｇ

　　だし汁 ２カップ

　　砂糖 　大さじ１

Ａ　みりん 大さじ２

　　酒  　  大さじ２

　　しょうゆ 大さじ２

ネギ ２本
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広告

１月図書館だより
◆開館時間　9：30〜18：00
◆休館日　毎週月曜日と1日㈫〜3日㈭､ 15日㈫､
　　　　　31日㈭

本館 市立図書館（市民センター内 ☎₆₄︲113₄）
日生 日生分館 （日生市民会館内 ☎₇₂︲1₀₈₅） 
吉永 吉永分館 （吉永地域公民館内 ☎₈₄︲₂₆₀₅）

乳乳児　幼幼児
小小学生

よみきかせ会よみきかせ会
よみきかせ会 対象 と　　き

本
館

おはなしの森 乳 幼 ₂₉日㈫ ₁₀：₃₀～₁₁：₃₀

おはなし広場 幼 小 ₁₂日㈯ ₁₀：₃₀～₁₁：₃₀

日
生

おはなしみかん 乳 幼 ₁₀日㈭ ₁₀：₃₀～₁₁：₃₀

海辺のおはなし会 幼 小 ₁₂日㈯ ₁₀：₃₀～₁₁：₃₀

吉
永

もこもこ 乳 幼 ８日㈫ ₁₀：₃₀～₁₁：₃₀

よみきかせ会 幼 小 ₂₆日㈯ ₁₀：₃₀～₁₁：₃₀

と　　き と　こ　ろ

22日㈫
₁₁：₀₀～₁₁：₃₀ 日生町漁協頭島支所前

₁₄：₀₀～₁₄：₃₀ 日生東公民館

₁₅：₀₀～₁₅：₃₀ 旧日生病院跡

23日㈬
₁₀：₃₀～₁₁：₀₀ 神根公民館

₁₁：₃₀～₁₂：₀₀ 三国公民館

₁₄：₃₀～₁₅：₀₀ 三石出張所

24日㈭

₁₁：₀₀～₁₁：₃₀ 穂浪コミュニティハウス

₁₃：₃₀～₁₄：₀₀ 東鶴山公民館

₁₄：₁₅～₁₄：₄₅ 鶴海自治公民館

₁₅：₁₅～₁₅：₄₅ 西鶴山公民館

25日㈮
₁₁：₀₀～₁₁：₃₀ いんべ通園センター

₁₃：₃₀～₁₄：₀₀ 香登公民館

₁₅：₁₅～₁₅：₄₅ 伊部公民館

自
動
車
文
庫
巡
回
日
程　

本の紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図書館からのお知らせ

本館『沈黙のパレード』

　　東野 圭吾著　文藝春秋
　秋祭りのパレードで起きた殺人事件

の容疑者はかつて草薙が担当した少女

殺害事件で無罪となった男。だが男は

証拠不十分で釈放され、堂々と遺族達

の前に現れる。超難問に突き当たった

草薙は、アメリカ帰りの湯川に助けを

求め…。

日生『ユーチュー部！！』

　　山田 明著　学研プラス　

　男女あわせて６人の桜花中学陸上

部。モブキャラの彼らは「モ部」と呼

ばれていた。わき役の中のわき役。

個々の名前もない。存在感もない。そ

んな情けない彼らがユーチューブを参

考に練習をし始め…。

吉永『れいぞうこのおくのおく』　

　　うえだしげこ 作/絵 教育画劇

　冷蔵庫の奥に、忘れられちゃった

チーズ。カビが生えてチーズゾンビに

なっちゃう前に、おいしく食べてもら

いたい！チーズは冷蔵庫の最前列に出

ようとして…。

　平成31年1月４日㈮から

市内図書館で、全館で1₀₀

袋限定の本の福袋の貸出を

行います。

　袋の中には本が３冊、テ

ーマごとに入っています。

何が入っているかはお楽し

みに！福袋はなくなり次第

終了となります。　

選挙出前授業

　県立東備支援学校の高等

部生徒約70人を対象に選挙

出前授業を実施しました。

選挙管理委員会事務局職員

が「選挙ミニ講座」 とし

て、選挙制度や投票方法な

どについて、クイズを交え

て説明しました。生徒から

は、「18歳から選挙に行け

ることを学びました」「選

挙に行きたい」などの声が

あり、選挙を自分のことと

して考えていただく機会に

なりました。
問選挙管理委員会事務局

　（☎64-1838）
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１ 月 休日当番医

■「広報びぜん」は自治会などを通じ

てお届けしています。

■その他、市施設などや市内のコンビ

ニエンスストアに設置していますの

でご利用ください。

●この広報誌は再生紙を使用し、環境

にやさしい植物油インキで印刷して

います。

●ユニバーサルデザイン（UD）の考

えに基づいた見やすいデザインの文

字を採用しています。

広告

 地域包括支援センターから

見守り声かけ訓練
　11月１日に片上地区で認知症に
なっても安心して暮らしていける
地域を目指して、認知症を正しく
理解して徘徊者に気づき、本人の
気持ちに配慮して声をかけること
を目的に「見守り声かけ訓練」を
実施しました。
　当日は、徘徊者役となった２人
が西片上地区を１時間かけて歩き
47人の声かけがありました。「目
を見て話をするようにした」「実
際に声かけをしてみたら話が続か
ず難しかった」「知らない人に声をかけるのは勇気がいる」「この
ような訓練は大切だと感じた」などの感想が聞かれました。訓練
を通して認知症についての理解が地域全体で深まりました。
　来年度、取り組んでみたい地域を募集中です！認知症につい
て一緒に考えてみませんか。
問地域包括支援センター（☎64-1844）

国民健康保険税（７期）、後期

高齢者医療保険料（７期）、介

護保険料（８期）の納期限は、

※市税等については、納期限までに納付さ
れないと、延滞金が課せられますので
ご注意のうえ納期限内に納付してくだ
さい。

※便利な口座振替の手続きは、お取引のあ
る金融機関窓口で！市では滞納整理を強
化しています。

納税

１月₃₁日㈭です。

 文化庁に世界遺産の
検討状況報告書（概要版）を
提出しました。
　平成30年11月27日、水戸市・足
利市・備前市・日田市の４市長（日
田市は副市長）と水戸市の教育長
で文化庁を訪問し、村田善則文化
庁次長へ検討状況をまとめた報告
書「近世日本遺産の教育遺産群－
世界文化遺産暫定一覧表記載資産
候補提案に係る検討状況の概要－」を提出するとともに、我が国
の世界文化遺産暫定一覧表への追加記載を要望しました。
　今後は専門部会の先生方からのご指導・ご助言を賜りながら、
検討状況報告書（本編）の内容を磨き上げ、文化庁へ提出するこ
とを目指してまいります。
　今回提出した報告書（概要版）の内容は、「備前市」および
　「教育遺産世界遺産登録推進協議会」

　のホームページでご覧になれます。問文化振興課（☎64-1846）

※休日当番医（診療時間９時～₁₇時）
※変更になる場合がありますので、
　事前にご確認ください。

1日
㈫

坂本内科小児科医院 香登本 ☎₆₆︲₇₃₅₃

下野内科外科 木谷 ☎₆₇︲₂₃₃₅

2日
㈬

木村内科 伊部 ☎₆₄︲₃₄₉₇

たかばクリニック 吉永中 ☎₈₄︲₂₀₁₇

3日
㈭

小林内科医院 鶴海 ☎₆₅︲₈₀₀₃

吉本医院 三石 ☎₆₂︲₁₁₂₂

6日
㈰

備前病院 伊部 ☎₆₄︲₃₃₈₅

たかばクリニック 吉永中 ☎₈₄︲₂₀₁₇

₁₃日
㈰

木村医院 西片上 ☎₆₄︲₂₂₇₇

平病院 和気町尺所 ☎₉₃︲₁₁₅₅

₁₄日
㈪

星合医院 香登西 ☎₆₆︲₇₁₀₀

吉永病院 吉永中 ☎₈₄︲₂₁₂₀

₂₀日
㈰

坂本内科小児科医院 香登本 ☎₆₆︲₇₃₅₃

渋藤医院 和気町父井原 ☎₈₈︲₀₀₂₃

₂₇日
㈰

木村内科 伊部 ☎₆₄︲₃₄₉₇

武田整形外科 伊部 ☎₆₄︲₁₂₂₁
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